
令和元年２月26日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

コメント

　３：「地域の力を積極的に活
用し、地域と連携した教育活
動をしている」と回答する保護
者が８０％以上

　２：「地域の力を積極的に活
用し、地域と連携した教育活
動をしている」と回答する保護
者が６０％以上

　１：「地域の力を積極的に活
用し、地域と連携した教育活
動をしている」と回答する保護
者が６０％未満

　２：「先生たちは分かりやすい授
業に努め、学習指導を工夫してい
る」と回答する児童が６０％以上
「学校は基礎的・基本的な学力の
定着に取り組んでいる」と回答す
る保護者が６０％以上

　１：「先生たちは分かりやすい授
業に努め、学習指導を工夫してい
る」と回答する児童が６０％未満
「学校は基礎的・基本的な学力の
定着に取り組んでいる」と回答す
る保護者が６０％未満

　４：「自分や友達のことを大
切にしています」と回答する
児童が８５％以上「学校は、
悩みや相談を聞いたり、解決
に向けて対応したりしている」
と回答した保護者が８５％以
上

　３：「自分や友達のことを大
切にしています」と回答する
児童が８０％以上「学校は、
悩みや相談を聞いたり、解決
に向けて対応したりしている」
と回答した保護者が８０％以
上

96％の保護者が「学校は、子供の自
己肯定感を育む指導を工夫してい
る。」と回答した。昨年度は、本項目
はとっていないため比較はできない。
高い評価を得た理由として考えられ
ることは、学校経営方針の重点とし
て、教員へ周知したり、児童朝会で子
供へ講話したりしたことが挙げられ
る。全教職員の共通認識のもと児童
を指導した結果と捉えている。

　４：「学校は子供の自己肯定
感をはぐくむ指導を工夫して
いる」と回答する保護者が
80％以上

　３：「学校は子供の自己肯定
感をはぐくむ指導を工夫して
いる」と回答する保護者が７
0％以上

　２：「学校は子供の自己肯定
感をはぐくむ指導を工夫して
いる」と回答する保護者が６
0％以上

　１：「学校は子供の自己肯定
感をはぐくむ指導を工夫して
いる」と回答する保護者が６
0％未満

　４：「先生たちは分かりやすい授
業に努め、学習指導を工夫してい
る」と回答する児童が８５％以上
「学校は基礎的・基本的な学力の
定着に取り組んでいる」と回答す
る保護者が９０％以上

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育
成

コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化にし
なやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、Ｉ
ＣＴ機器を活用した授業を実施する。

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業
を実施する。

・これからの時代、英語などの外国語を使ってコミュニ
ケーションする機会が必要になってくる。ぜひ、続けて
ほしい。

・タブレットPC、電子黒板、実物投影機などのICT機器
が各教室に設置されて、今の子供たちは恵まれている
と感じた。学力向上に役立ててほしい。

・養護教諭、栄養教諭と連携した、食育はぜひ続けてほ
しい。

論理的、科学的な思考力の育成を目指
し、「おおたのものづくり」を生かした体験
活動や理数授業等を実施する。

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体
計画を作成し、計画に基づいた体育指導
や「一校一取組」運動や「一学級一実践」
運動を実践する。

養護教諭、栄養教諭と連携し、全学級で
健康教育及び食育を実施する。

4

・志茂田小の子供は落ち着いており、学校のきまりを
守っているように感じる。

・道徳の校内研究を行っているということで、心の育成
にもがんばって努めてもらいたい。

・いじめのうわさは聞かないが、多くの教員の目で子供
を見守り、元気がない子供には声をかけてほしい。

・運動習慣を身に付ける取組はいいですね。運動不足
解消にもなるのでよいです。

・令和元年９月に校庭も完成し、ようやくおもいきり外で
遊んだり、運動したりできますね。

・仮設校舎では校庭が1/3の広さだったり、平成31年４
月から８月末までは校庭がない時期がありました。子供
たちが楽しそうに校庭で遊んでいる様子がうれしいで
す。

・タブレットPCや実物投影機などのICT機器が充実して
いて驚きました。

・教科書を拡大する実物投影機のおかげで、子供たち
が集中していました。

・新しいICT機器が導入されて、それを教える先生方が
大変だと思いました。

「先生たちは、自分や友達のことを大
切にすることを指導してくれます」と回
答した児童が８９．９％であり、昨年を
１．２％上回った。人権教育は全ての
教育活動の根幹にあると考え、一人
一人を大切にする指導を徹底してき
た成果と考えている。
他方「わたしにはよいところがありま
す」と回答したのは７５．２％に留まっ
ているため、成功経験を積み重ねる
など引き続き自己肯定感をはぐくむ
指導を行っていく必要がある。
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　１：「体力向上に努力してい
る」と回答する児童が６０％未
満「学校は子供の体力向上
に取り組んでいる」と回答す
る保護者が６０％未満

９１．７％の児童が「先生たちは、わ
かりやすくていねいに授業を教えてく
れます」と回答し、昨年を７．０％上
回った。　　今年度は、授業改善推進
プランを踏まえた指導を行うととも
に、月末に学年単位で進捗状況を確
認し、必要に応じて改善し続けてい
る。昨年度の課題であったPDCAサイ
クル化が構築されてきている。

８３．５％が「わたしは、体を動かすこ
とが好きで、もっと運動をしたいです」
と回答し、昨年を１１．１％上回った。
新校舎の供用開始にともない、自校
の体育館や校庭が使用できるように
なったことが大きいと考える。しかし、
保護者アンケートの自由意見に「体
力向上のための取組」を望むものが
ある。児童の実態を踏まえ全校及び
学年単位での取組を充実させ、可視
化することが課題と捉えている。

８８．１％が「わたしは、授業の内容が
よくわかります」と回答し、昨年を３．
４％上回った。授業改善推進プラン
の有効活用や校内研究を通した磨き
合いの成果として捉えている。今年
度は研究協議のレベルアップを目指
し、分科会提案に対する疑問点や改
善案を積極的に話し合い、実践につ
なげてきた。来年度は、「生きる力」を
育むプログラムの事業実施校として、
さらに発展させていく。

　４：「授業が楽しい」と回答す
る児童が８５％以上「子供は
授業の内容がよく分かってい
る」と回答する保護者が８５％
以上

　３：「授業が楽しい」と回答す
る児童が８０％以上「子供は
授業の内容がよく分かってい
る」と回答する保護者が８０％
以上

　２：「授業が楽しい」と回答す
る児童が６０％以上「子供は
授業の内容がよく分かってい
る」と回答する保護者が６０％
以上

　３：「先生たちは分かりやすい授
業に努め、学習指導を工夫してい
る」と回答する児童が８０％以上
「学校は基礎的・基本的な学力の
定着に取り組んでいる」と回答す
る保護者が８０％以上

　１：「授業が楽しい」と回答す
る児童が６０％未満「子供は
授業の内容がよく分かってい
る」と回答する保護者が６０％
未満

　１：「自分や友達のことを大
切にしています」と回答する
児童が６０％未満「学校は、
悩みや相談を聞いたり、解決
に向けて対応したりしている」
と回答した保護者が６０％未
満

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

　４：「体力向上に努力してい
る」と回答する児童が８０％以
上「学校は子供の体力向上
に取り組んでいる」と回答す
る保護者が８０％以上

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

各種研究発表会等の研究・研修の成果
を、自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生か
し、主任教諭が助言・支援を行う校内研修
等を実施しOJTを充実させる。

コオーディネーショントレーニング、持久走
等を取り入れ年間を通して体力向上に取
り組んでいる。

問題行動・不登校問題等にかかわる児
童・生徒に関するケース会議等を実施す
る。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望ま
しい生活習慣についての意識啓発を行う。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

一人当たり年間３回の授業観察、年間１
回の道徳科研究授業を教員間で見合い、
成果と課題を明確にし授業力を高める。

体育的行事、部活動、休み時間など様々
な機会を通して運動習慣の確立を推進す
る。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法に
ついて、指導する。

スポーツに親
しむ心の育
成や、運動習
慣の定着に
よる体力の向
上など、生涯
にわたって健
康増進を図る
意識の向上
をめざしま
す。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじ
めの未然防止、早期発見等のための取組
を実施する。

道徳科において、校内研究と連動しながら
児童が主体的に考え、話し合いを通して
深く学ぶ授業を実践している。

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習指導講師等による算数・数学・英語の
補習を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

　２：「体力向上に努力してい
る」と回答する児童が６０％以
上「学校は子供の体力向上
に取り組んでいる」と回答す
る保護者が６０％以上
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め
る
教
育

校内委員会等を確実に実施し、学校にお
ける特別支援教育を推進する。

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

朝算数や朝読書の時間を活用し、基礎的
な計算力、語彙力の向上を図る。

目標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生
徒に対して組織的に対応する。

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ちた
豊かな心を
はぐくみま
す。

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

98％の保護者が「学校は、地域の力
を積極的に活用し、地域と連携した
教育活動をしている。」と回答し、昨
年同様の高い割合であった。

・一町会一学校なので、これからも密接にかかわってい
きたいです。

・志茂田小は今年度60周年をむかえ、西六郷一丁目町
会も70周年をむかえました。今後ますます共に発展して
いきたいですね。

・2/8（土）本日午前中の開校60周年記念手づくりおみこ
しによる町内練り歩きはよかった。六郷神社祭礼よりも
地域の方が家の外に出てきてうれしそうに見学していま
した。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

地域教育連絡協議会において、児童・生
徒の変容等の具体的な資料を作成して、
評価に必要な学校の情報を適切に提供
し、適正な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の
基本情報、児童・生徒の活動情報等を
ホームページ等で公開及び更新すること
により、積極的に情報を発信する。

学校・家庭・
地域が担う役
割などを明確
にし、地域に
開かれた教
育の実現を
目指します。
また、相互の
連携を深め、
子どもを育て
る仕組みを作
ります。

学校支援地域本部と連携するなどして、
地域力を生かした特色ある教育活動を実
践する。

　４：「地域の力を積極的に活
用し、地域と連携した教育活
動をしている」と回答する保護
者が９０％以上
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進

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

　２：「自分や友達のことを大
切にしています」と回答する
児童が６０％以上「学校は、
悩みや相談を聞いたり、解決
に向けて対応したりしている」
と回答した保護者が６０％以
上
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地域の一員として児童に地域行事への参
加を促すとともに、一人当たり年間３回以
上地域行事に参加する。

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

PTA、親児（おやじ）の会等保護者と連携
し、それぞれの役割を明確にした教育活
動を充実させる。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

　３：「体力向上に努力してい
る」と回答する児童が７０％以
上「学校は子供の体力向上
に取り組んでいる」と回答す
る保護者が7０％以上

令和元年度　大田区立志茂田小学校　自己評価　報告書

大項目

　今年度開校６０周年の節目の年を迎えた。１１月には記念式典・祝賀会、１月には開校記念児童集会とPTA主催のもちつき大会、２月には地域をめぐるお神輿のパレードなど、学校、保護者、地域が連携した６０周
年関連行事を実施する。また、今年度から新校舎に移転し、令和の時代を迎えるにあたり、「新時代のスタート」をスローガンに教育活動を行う。昨年度に引き続き児童の自己肯定感を高めることを学校経営の根幹
に位置付け、友達や先生など他者と互いのよさを認め合う活動を充実させることにより、自らの成長を実感できるようにする。さらに学力向上を重点課題とし、授業改善推進プランを活用した授業改善をPDCAサイク
ル化する。校内研究では「主体的に考え、話し合いを通して深く学ぶ授業を目指す指導方法の工夫」という研究主題をもとに、道徳科における「授業展開の工夫」「発問の工夫」「主体的に学ぶ学習活動の工夫」の三
本柱で実施する。通常学級と特別支援教室及び通級指導学級の教員が互いの授業を見合うことにより、それぞれの専門性を学ぶとともに、多面的、多角的な視点による児童理解につなげる。また、大田区初の小中
施設一体型校舎という特性を生かし、小中連携教育を推進する。

4

目標に対する成果指標

4

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を
行う等道徳指導充実のための取組を行
う。

・平日補習教室、土曜補習教室、夏季補習教室など工
夫して取り組んでいると思う。

・必要な学力を身につけさせてほしい。

・特に、算数のような積み上げが必要な教科は確実に
その学年で習得させてほしい。

・先生の熱意を感じます。

・正直、分からない。


